
調査票

SA SC1 あなたの性別をお答えください。

1 男性

2 女性

NU SC2 あなたの年齢をお答えください。

1 満[　　　　　]歳

SA SC3 現在収入をともなうお仕事をしていますか。

1 仕事をしている

2 仕事をしていない(専業主婦(夫)、学生、休職中・休業中などを含む)

SA SC4 あなたには現在、配偶者がいますか。

1 いる

2 いない

SA SC5 お子さんはいますか。お子さんがいる方は人数もお答えください。

1 いる ([　　　　　]人)

2 いない

NU SC6 あなたが最初のお仕事に就いたのは、あなたが何歳のときですか。

1 [　　　　　]歳のとき

GR SC7_1 最初のお仕事に就く前(学生時代)に通った学校について、全てお選びください。

SC7_2

最初のお仕事に就く直前に通った学校について、お選びください。

SC7_1 SC7_2
最
初
の
お
仕
事
に

就
く
前
に
通

っ
た

学
校

(

い
く
つ
で

も

)

最
初
の
お
仕
事
に

就
く
直
前
に
通

っ

た
学
校

(

ひ
と
つ

だ
け

)

1 中学 □ ○

2 高校 □ ○

3 専門学校 □ ○

4 高専 □ ○

5 短大 □ ○

6 大学 □ ○

7 大学院 □ ○

8 その他の学校 □ ○

↓
回答方向

あなたご自身に関するアンケート
【スクリーニング調査】
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SA SC8 あなたは、○○○（SC7_2回答テキスト再掲）を卒業しましたか?

1 卒業した(満期退学など含む)

2 卒業しなかった(中退した)

MA SC9 最初の仕事に就いた後に、学校に入りなおした経験はありますか?

卒業(修了)した学校がある場合、その学校について、全てお選びください。

1 卒業(修了)した学校はない

2 高校

3 専門学校

4 高専

5 短大

6 大学

7 大学院

8 その他の学校

■ 学生時代(最初のお仕事に就く前)に通った学校(中学以降)=○○○（SC7_1回答テキスト再掲）

最初のお仕事に就く直前に通った学校=○○○（SC7_2回答テキスト再掲）

最初のお仕事に就いた後に通った学校(うち卒業(修了)した学校) =○○○（SC9回答テキスト再掲）

以上で間違いはありませんか?間違っている場合は、戻るボタンを使って答え直してください。

SA SC10 これまで、他のお仕事・勤め先で働いた経験(転職等の経験)はありますか。

1 他の仕事・勤め先で働いた経験がある

2 他の仕事・勤め先で働いた経験はない
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■ 以下の設問では、あなたのお生まれ時から現在までの居住地についてお伺いします。

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

※住民票の住所と同じでなくてもかまいません。

SA SC11 あなたのお生まれの時の、居住地の都道府県をお知らせください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 分からない

25 滋賀県

回答者条件：( SC11 = 1 ～ 20 ) または SC11 = 48 , 49

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC12 あなたのお生まれの時の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 札幌市

～

907 栄村

908 海外

909 分からない

回答者条件：SC11 = 21 ～ 47

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC12SQ あなたのお生まれの時の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 岐阜市

～

834 与那国町

835 分からない
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■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC13 あなたの中学校卒業時の、居住地の都道府県をお知らせください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 分からない

25 滋賀県

回答者条件：( SC13 = 1 ～ 20 ) または SC13 = 48 , 49

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC14 あなたの中学校卒業時の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 札幌市

～

907 栄村

908 海外

909 分からない

回答者条件：SC13 = 21 ～ 47

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC14SQ あなたの中学校卒業時の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 岐阜市

～

834 与那国町

835 分からない
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■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC15 あなたの○○○（SC7_2回答テキスト再掲）(最初のお仕事に就く直前に通った学校)在学時の、

居住地の都道府県をお知らせください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 分からない

25 滋賀県

回答者条件：( SC15 = 1 ～ 20 ) または SC15 = 48 , 49

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC16 あなたの○○○（SC7_2回答テキスト再掲）(最初のお仕事に就く直前に通った学校)在学時の、

居住地の市区町村をお知らせください。

1 札幌市

～

907 栄村

908 海外

909 分からない

回答者条件：SC15 = 21 ～ 47

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC16SQ あなたの○○○（SC7_2回答テキスト再掲）(最初のお仕事に就く直前に通った学校)在学時の、

居住地の市区町村をお知らせください。

1 岐阜市

～

834 与那国町

835 分からない
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■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC17 あなたが最初のお仕事に就いた時の、居住地の都道府県をお知らせください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 分からない

25 滋賀県

回答者条件：( SC17 = 1 ～ 20 ) または SC17 = 48 , 49

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC18 あなたが最初のお仕事に就いた時の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 札幌市

～

907 栄村

908 海外

909 分からない

回答者条件：SC17 = 21 ～ 47

■ ※現在(2016年1月1日現在)の市区町村名でお答えください。

SA SC18SQ あなたが最初のお仕事に就いた時の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 岐阜市

～

834 与那国町

835 分からない
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SA SC19 あなたの現在の、居住地の都道府県をお知らせください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県

24 三重県

25 滋賀県

回答者条件：SC19 = 1 ～ 20

SA SC20 あなたの現在の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 札幌市

～

907 栄村

回答者条件：SC19 = 21 ～ 47

SA SC20SQ あなたの現在の、居住地の市区町村をお知らせください。

1 岐阜市

～

834 与那国町

回答者条件：SC13 = SC15 = SC17 = SC19

SA SC21 あなたは、中学校卒業後、現在とは別の都道府県に居住した経験はございますか。

1 はい(別の都道府県での居住経験がある)

2 いいえ(別の都道府県での居住経験はない)

～～～スクリーニング終了～～～
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■ これからお答えいただく調査は、

厚生労働省所管の独立行政法人労働政策研究・研修機構(http://www.jil.go.jp/)が

実施するものです。

現在・過去にお住まいの地域のことや、仕事・生活に関することを中心にお聞きいたします。

最近、「地方の活性化」や「地方への移住(UIターン)」に世間の注目が集まっています。

この調査結果は、

・地方出身の若者が、地元で仕事・生活を続けられるためには何が必要か

・都市から地方へ移り住む人を、仕事・生活面で支援するには何が必要か

といった課題に答えるための資料として活用される予定です。

ぜひあなた自身のご経験・ご意見をお聞かせいただければ幸いです。

お答えいただいた内容は、統計的に処理され、

誰がどのように答えたのかは一切わからないようにいたします。

時間は20～30分ほどかかりますが、どうぞご協力をお願いいたします。

尚、回答をやめる方はお手数ではございますが、ブラウザの×ボタン等で、

画面を閉じてください。

■ Ⅰ.現在お住まいの地域についておうかがいします

■ 【回答にあたっての留意点】

・以下で「お住まいの地域」とは、居住する市区町村をおおまかな範囲とし、

ふだんの買い物など、あなたが日常生活を送っている範囲(生活圏)を含んでお考えください。

MA Q1 あなたが現在お住まいの地域の特徴についてお答えください。

1 県の中心都市・大都市 7 農林漁業中心の地域

2 県内の中小都市 8 官公庁が多い地域

3 郊外・ベッドタウン(都市周辺の住宅地) 9 観光に力を入れている地域

4 都市部から離れた地域(農村地域など) 10 人口密度が高い地域

5 工業が盛んな地域 11 近年開発が進んでいる地域

6 商業が盛んな地域 12 その他[　　　　　]

■ 【回答にあたっての留意点】

・以下で「お住まいの地域」とは、居住する市区町村をおおまかな範囲とし、

ふだんの買い物など、あなたが日常生活を送っている範囲(生活圏)を含んでお考えください。

MA Q2 お住まいの地域の生活環境としてあてはまるものはありますか。

1 近所付き合いが日常的にある

2 地域の課題について住民同士で意見交換する機会が多い

3 土地の生活やしきたりにこだわる人が多い

4 おしゃれなお店がいくつかある

5 深夜に買い物ができるお店がある

6 日用品を扱う店(スーパー等)が複数ある

7 大型ショッピングセンターへのアクセスがよい

8 緊急時に対応可能な医療機関がある

9 休日に遊びに行く場所が近くにない

10 20代くらいの若い人が少ない

11 交通の便が悪い

12 普段の移動には自家用車が欠かせない

13 地域には働く場が限られている

14 地域の外に働きに出る人が多い

15 その他 [　　　　　]

【本調査】
あなたご自身に関するアンケート
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■ 【回答にあたっての留意点】

・以下で「お住まいの地域」とは、居住する市区町村をおおまかな範囲とし、

ふだんの買い物など、あなたが日常生活を送っている範囲(生活圏)を含んでお考えください。

GR Q3 お住まいの地域について、どうお考えですか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

a ○ ○ ○ ○

b ○ ○ ○ ○

c ○ ○ ○ ○

d ○ ○ ○ ○

e ○ ○ ○ ○

f ○ ○ ○ ○

■ Ⅱ.あなたのお考えについておうかがいします

GR Q4 次のようなことがらは、あなたの生き方にとってどのくらい重要ですか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

重
要
で
あ
る

や
や
重
要
で
あ
る

あ
ま
り
重
要
で
な

い 重
要
で
な
い

a ○ ○ ○ ○

b ○ ○ ○ ○

c ○ ○ ○ ○

d ○ ○ ○ ○

e ○ ○ ○ ○

f ○ ○ ○ ○

→
回答方向

→
回答方向

変化に乏しく、刺激が少ない地域で
ある

これからもこの地域で住み続けた
い

地域に愛着を感じている

今後、発展性がある地域である

社会的評価の高い仕事や地位に
就くこと

他人の評価を気にせず自分らしく
生きること

時間的ゆとりのある生活を送ること

家族を経済的に支えること

暮らしやすい地域である

魅力のある地域である

多くの財産を所有すること

高い収入を得ること
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f～h　回答者条件：SC5 = 1

GR Q5 次のようなことについて、あなた自身はどうお考え・お感じですか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

a ○ ○ ○ ○

b ○ ○ ○ ○

c ○ ○ ○ ○

d ○ ○ ○ ○

e ○ ○ ○ ○

f ○ ○ ○ ○

g ○ ○ ○ ○

h ○ ○ ○ ○

SA Q6 あなたが生涯のうちにもちたいと希望する子どもの数は何人ですか。

現在お子さんがいる方はその数を含めてお答えください。

1 0人 5 4人

2 1人 6 5人以上

3 2人 7 わからない

4 3人

■ Ⅲ.現在のお仕事についておうかがいします

■ 【回答にあたっての留意点】

・2つ以上のお仕事をされている場合は、主な仕事1つについてお答えください。

・派遣社員の方は、派遣先ではなく、派遣元企業(派遣会社)についてお答えください。

SA Q7 現在あなたは、どのような働き方をしていますか。

1 正規の職員・従業員(正社員) 5 会社経営者・役員

2 パート・アルバイト・非常勤 6 自営業・自由業

3 契約社員・嘱託 7 内職・家族従業員

4 派遣社員・請負社員

SA Q8 お仕事・お勤め先の業種は、次のどれに当たりますか。

1 農・林・漁業 7 卸売・小売業

2 鉱業・建設業 8 宿泊・飲食サービス業

3 製造業 9 医療・福祉

4 情報通信業 10 教育・学習支援業

5 運輸業 11 公務

6 金融・保険・不動産業 12 その他[　　　　　]

→
回答方向

人並みの生活ができる収入があれ
ば、それで十分だ

仕事こそが生きがいである

自分の将来に希望が持てる

子どもの進路・職業選択は、本人
が自由に決めたことを尊重したい

仕事が忙しいときは私生活が多少
犠牲になってもやむをえない

一般に、他人は信頼できる

子どもにはできるだけ高い学歴を
つけさせたい
子どもには安定した仕事について
ほしい
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SA Q9 会社全体の従業員数(本社、支社、支店等合わせて)はどのくらいですか。

家族従業員を除いてお答えください。

1 なし(家族従業員のみ)

2 1～4人 6 100～299人

3 5～9人 7 300～999人

4 10～29人 8 1000人以上

5 30～99人 9 官公庁・公営事業所

10 わからない

SA Q10 お勤め先の所在地(都道府県)をお答えください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県

25 滋賀県

回答者条件：( Q10 = 1 ～ 20 ) または Q10 = 48

SA Q10_1 お勤め先の所在地(市区町村)をお答えください。

1 札幌市

～

907 栄村

908 海外

回答者条件：Q10 = 21 ～ 47

SA Q10_1SQ お勤め先の所在地(市区町村)をお答えください。

1 岐阜市

～

834 与那国町
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SA Q11 あなたのお仕事内容は、次のうちどれに当てはまりますか。主なものを1つお答えください。

1 専門・技術職 6 運輸・通信的職業

2 管理職 7 保安的職業

3 事務職 8 生産工程・技能・労務職

4 営業・販売職 9 農林漁業作業者

5 サービス職 10 その他[　　　　　]

■ 【それぞれの職業に含まれるお仕事の例】

○専門・技術職: 

医師、看護師、福祉相談指導専門員、弁護士、公認会計士、教師、保育士、栄養士、研究者、

技術者、デザイナー、通訳、編集者、記者、経営コンサルタント、宗教家など、

科学的知識や高度な知識・技術を必要とする仕事

○管理職: 

課長職以上の管理職、会社・団体の経営者・役員、議員など、経営にかかわる仕事

○事務職: 

庶務、受付、秘書、集金人、営業事務、経理事務、企画事務、調査員、データ入力係員など、

事務作業に従事する仕事

○営業・販売職: 

小売店主・店員、不動産仲介人、バイヤー、セールス、保険外交員、MRなど、

商品の販売にかかわる仕事

○サービス職: 

理容師、美容師、調理師、介護士、ウェイター・ウェイトレス、接客、看護助手など、

他人の身の回りの世話をする仕事

○運輸・通信的職業: 

トラック・タクシー運転手、船員、郵便配達、通信士、電話交換手など、

人や物の運搬にかかわる仕事

○保安的職業: 

警察官、消防士、自衛官、警備員、建設現場誘導員など、安全管理にかかわる仕事

○生産工程・技能・労務職: 

製品製造・組立、自動車整備、大工、建設作業、電気工事、農水産物加工、商品陳列、

清掃、ゴミ処理など、現場作業にかかわる仕事

○農林漁業作業者: 

農作物の栽培・収穫、畜産、養殖、漁獲、造園、植木職、動物園飼育係など

FA Q12 具体的なお仕事内容をお答えください。

[　　　　　]

NU Q13 現在のお仕事・お勤め先には、あなたが何歳のときに就きましたか。

[　　　　　]歳のとき

MA Q14 現在のお仕事・お勤め先には、どのようにして就いたのですか。

1 家族・親族の紹介 9 ウェブページを見て直接応募

2 友人・知人の紹介 10 自分で連絡先を調べて直接応募

3 通った学校の先輩の紹介 11 家業を継いだ(家業に入った)

4 通った学校や先生の紹介(学校推薦含む) 12 自分ではじめた(起業した)

5 公共職業安定所(ハローワーク)の紹介 13 現在の勤務先から誘われた

6 就職フェア・合同企業面接会等に参加 14 前の従業先の紹介

7 民間の職業紹介機関・派遣会社による紹介 15 その他[　　　　　]

8 求人広告・雑誌などを見て直接応募
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SA Q15 自宅から職場までの通勤時間は、片道どれくらいですか。

1 自宅もしくは自宅の敷地内 5 ～1時間30分以内

2 ～15分以内 6 ～2時間以内

3 ～30分以内 7 2時間を超える

4 ～1時間以内

NU Q16 あなたは、ふだん週何日、1日何時間位働いていますか。

週[　　　　　]日 /

1日[　　　　　]時間

[　　　　　]分

GR Q17 ふだん自宅を出る時刻(出勤時刻)、自宅に帰宅する時刻(帰宅時刻)は何時くらいですか。

SA Q17_a 出勤時刻(自宅を出る時刻)

1 午前6時より前 5 午前9時台

2 午前6時台 6 午前10時以降

3 午前7時台 7 専ら自宅で仕事をしている

4 午前8時台

SA Q17_b 帰宅時刻

1 午後4時より前 6 午後8時台

2 午後4時台 7 午後9時台

3 午後5時台 8 午後10時以降

4 午後6時台 9 専ら自宅で仕事をしている

5 午後7時台

MA Q18 あなたのお仕事は、勤務地が変わる異動(転勤等)のあるお仕事ですか。

今後可能性のある、もしくは経験した勤務地変更(転勤等)をすべて選んでください。

1 同一の市町村内での異動(転勤等)

2 同一の県内での異動(転勤等)

3 地域ブロック(東北地方、九州地方など)内での異動(転勤等)

4 全国単位・国際単位での異動(転勤等)

5 勤務地が変わる異動(転勤等)はない

GR Q19 現在のお仕事・お勤め先について、以下のことにどの程度満足していますか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

a 賃金・給与 ○ ○ ○ ○

b 労働時間 ○ ○ ○ ○

c 仕事のやりがい ○ ○ ○ ○

d 能力や知識を身につける機会 ○ ○ ○ ○

e 雇用・就業の安定性 ○ ○ ○ ○

f お仕事全体として ○ ○ ○ ○

→
回答方向
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d　回答者条件：Q7 = 1 ～ 4

GR Q20 現在のお仕事・お勤め先について、どうお考え・お感じですか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い

そ
う
思
わ
な
い

a ○ ○ ○ ○

b ○ ○ ○ ○

c ○ ○ ○ ○

d ○ ○ ○ ○

回答者条件：SC10 = 1

■ Ⅳ.最初に就いたお仕事(○○○（SC6_1回答再掲）歳のときに就いた仕事)についてうかがいます

■ 【回答にあたっての留意点】

・お仕事には、短期のパートやアルバイト、派遣社員なども含みますが、

学生時代のアルバイトは除きます。

・学校を出た後も、学生時代と同じアルバイトを続けた場合は、

そのアルバイトを「最初のお仕事」としてください。

SA Q21 最初のお仕事では、どのような働き方をしていましたか。

1 正規の職員・従業員(正社員) 5 会社経営者・役員

2 パート・アルバイト・非常勤 6 自営業・自由業

3 契約社員・嘱託 7 内職・家族従業員

4 派遣社員・請負社員

回答者条件：SC10 = 1

SA Q22 最初のお仕事の業種は、次のどれに当たりますか。

1 農・林・漁業 7 卸売・小売業

2 鉱業・建設業 8 宿泊・飲食サービス業

3 製造業 9 医療・福祉

4 情報通信業 10 教育・学習支援業

5 運輸業 11 公務

6 金融・保険・不動産業 12 その他[　　　　　]

今後も現在の勤め先で働き続け
たい

→
回答方向

自分の能力を仕事で十分に発揮で
きている

仕事を通じて社会に貢献している

仕事の内容は自分に合っている
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回答者条件：SC10 = 1

SA Q23 最初のお仕事内容は、次のうちどれに当てはまりますか。主なものを1つお答えください。

1 専門・技術職 6 運輸・通信的職業

2 管理職 7 保安的職業

3 事務職 8 生産工程・技能・労務職

4 営業・販売職 9 農林漁業作業者

5 サービス職 10 その他[　　　　　]

■ 【それぞれの職業に含まれるお仕事の例】

○専門・技術職: 

医師、看護師、福祉相談指導専門員、弁護士、公認会計士、教師、保育士、栄養士、研究者、

技術者、デザイナー、通訳、編集者、記者、経営コンサルタント、宗教家など、

科学的知識や高度な知識・技術を必要とする仕事

○管理職: 

課長職以上の管理職、会社・団体の経営者・役員、議員など、経営にかかわる仕事

○事務職: 

庶務、受付、秘書、集金人、営業事務、経理事務、企画事務、調査員、データ入力係員など、

事務作業に従事する仕事

○営業・販売職: 

小売店主・店員、不動産仲介人、バイヤー、セールス、保険外交員、MRなど、

商品の販売にかかわる仕事

○サービス職: 

理容師、美容師、調理師、介護士、ウェイター・ウェイトレス、接客、看護助手など、

他人の身の回りの世話をする仕事

○運輸・通信的職業: 

トラック・タクシー運転手、船員、郵便配達、通信士、電話交換手など、

人や物の運搬にかかわる仕事

○保安的職業: 

警察官、消防士、自衛官、警備員、建設現場誘導員など、安全管理にかかわる仕事

○生産工程・技能・労務職: 

製品製造・組立、自動車整備、大工、建設作業、電気工事、農水産物加工、商品陳列、

清掃、ゴミ処理など、現場作業にかかわる仕事

○農林漁業作業者: 

農作物の栽培・収穫、畜産、養殖、漁獲、造園、植木職、動物園飼育係など

回答者条件：SC10 = 1

FA Q24 具体的なお仕事内容をお答えください。

[　　　　　]

回答者条件：SC10 = 1

MA Q25 そのお仕事・お勤め先には、どのようにして就いたのですか。

1 家族・親族の紹介 8 求人広告・雑誌などを見て直接応募

2 友人・知人の紹介 9 ウェブページを見て直接応募

3 通った学校の先輩の紹介 10 自分で連絡先を調べて直接応募

4 通った学校や先生の紹介(学校推薦含む) 11 家業を継いだ(家業に入った)

5 公共職業安定所(ハローワーク)の紹介 12 自分ではじめた(起業した)

6 就職フェア・合同企業面接会等に参加 13 勤務先から誘われた

7 民間の職業紹介機関・派遣会社による紹介 14 その他[　　　　　]

回答者条件：SC10 = 1 かつ ( Q7 = 1 ～ 4 )

SA Q26 その勤め先は、お仕事を探しているときに希望していたところですか。

1 強く希望していたところ

2 少し希望していたところ

3 あまり希望していなかったところ

4 全く希望していなかったところ
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回答者条件：SC10 = 1

MA Q27 最初のお仕事・お勤め先を辞めた理由は、次のどれにあてはまりますか。

1 労働時間、休日・休暇に不満だったから 9 正社員でなかったから

2 給与など処遇面に不満だったから 10 結婚・出産・育児

3 職場の人間関係に問題があったから 11 家族の事情

4 より条件の良い仕事がみつかったから 12 健康上の理由

5 もともと希望していた仕事ではなかったから 13 もともと一時的な仕事として就いたため

6 仕事にやりがいを感じなかったから 14 契約期間の終了のため

7 自分に合った仕事ではなかったから 15 勤め先の都合(倒産・廃業・解雇など)

8 能力向上の機会が乏しかったから 16 その他[　　　　　]

回答者条件：SC10 = 1

NU Q28 最初のお勤め先には、どのくらいの期間勤務しましたか。

1 約[　　　　　]年

2 [　　　　　]ヶ月

回答者条件：SC10 = 1

NU Q29 あなたがこれまで経験した勤め先の数はいくつですか。

[　　　　　]社

回答者条件：SC7_2 = 2 ～ 7

■ Ⅴ.あなたの学生時代についておうかがいします

SA Q30 あなたが最初のお仕事に就く直前に通った○○○（SC7_2回答テキスト再掲）の、

学部・学科・コースなどは、次のどれにあたりますか。

1 普通科(国際科・理数科等含む)

2 工業に関する学科

3 商業に関する学科 高校

4 農業に関する学科

5 その他 [　　　　　]

6 人文科学(文学・史学・哲学等)

7 社会科学(法学・政治学・商学・経済学・社会学等)

8 理学(数学・物理学・化学・生物学等)

9 工学・工業(機械工学・土木建築・応用科学等)

10 農学・農業(農芸化学・林学・獣医学畜産学等)

11 保健(医学・歯学・薬学・看護学等) 高専、短大

12 商船 大学、大学院

13 家政

14 教育

15 芸術

16 教養

17 その他 [　　　　　]

18 工業関係(情報処理・自動車整備・土木建築等)

19 農業関係(農業・園芸等)

20 医療関係(看護・理学作業療法・歯科衛生等)

21 衛生関係(美容・調理・製菓・製パン等)

22 教育・社会福祉関係(保母養成・介護福祉等) 専門学校

23 商業実務関係(ビジネス・旅行・簿記等)

24 服飾・家政関係(和洋裁・ファッションビジネス等)

25 文化・教養(デザイン・音楽・外国語等)

26 その他 [　　　　　]

SA Q31 その学校を出る前(在学中)、お仕事を探す活動(就職活動)を行いましたか。

結果にかかわらず、少しでも行った方は「行った」を選択してください。

1 行った

2 行わなかった
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回答者条件：Q31 = 1

GR SQ31_1 お仕事を探すために次のようなことを行いましたか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

熱
心
に
お
こ
な

っ

た そ
れ
な
り
に
お
こ

な

っ
た

あ
ま
り
お
こ
な
わ

な
か

っ
た

全
く
お
こ
な
わ
な

か

っ
た

a ○ ○ ○ ○

b ○ ○ ○ ○

c ○ ○ ○ ○

d ○ ○ ○ ○

e ○ ○ ○ ○

f ○ ○ ○ ○

回答者条件：Q31 = 1

MA SQ31_2 お仕事を探す際によく相談した人は誰ですか。

1 親

2 兄弟姉妹

3 学校の先生・職員・相談員

4 学校の友人・先輩等

5 バイト先の上司・先輩・友人

6 その他 [　　　　　]

7 よく相談した人はいない

回答者条件：Q31 = 1

MA SQ31_3 お仕事を探す際にどのような条件を重視しましたか。

1 学校の専門分野との関連 10 休日・休暇が取りやすいこと

2 企業の業種・仕事内容 11 就業場所・地域

3 知名度が高いこと 12 通勤しやすいこと

4 将来性があること 13 転勤がないこと

5 安定性があること 14 社会的評価が高いこと

6 正社員であること 15 自分の能力を活かせること

7 給与が高いこと 16 職業資格を活かせること

8 福利厚生が充実していること 17 その他[　　　　　]

9 残業が多くないこと 18 重視したものは特にない

就職フェア・合同企業面談会への
参加

企業が実施するインターンシップへ
の参加

公的な就職支援機関(ハローワー
ク、ジョブカフェ等)の活用

→
回答方向

民間の就職支援ウェブサイト(リクナ
ビ、マイナビ等)の活用

学校の就職部・キャリアセンター等
への相談

学校に届く企業案内、求人の閲覧
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回答者条件：Q31 = 1

MA SQ31_4 お仕事を探す際に、あなたが勤務地として希望したのはどこですか。

希望した地域を全て選んでください。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 どこでもよかった

25 滋賀県

回答者条件：Q31 = 1

SA SQ31_4_1 お仕事を探す際に、あなたが勤務地として最も希望したのはどこですか。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 どこでもよかった

25 滋賀県
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回答者条件：Q31 = 1 かつ ( SQ31_4_1 = 1 ～ 48 )

MA SQ31_4_2 その地域で働くことを希望したのはなぜですか。

1 希望する勤め先があったため 10 (将来的に)家業を継ぐことを考えて

2 親の意見・希望があったため 11 家・土地を守るため

3 実家から通えるため 12 愛着のある地域で生活するため

4 在学中の居住地を離れたくなかったため 13 大都市で働きたかったから

5 地元には働く場所が乏しかったため 14 刺激のある地域で生活するため

6 地元には希望する仕事がなかったため 15 休日に遊べる場所が近くにあるため

7 仲の良い友人がいるため 16 その他[　　　　　]

8 恋人と離れたくないため 17 特に理由はない

9 (将来的な)子育て環境を考えて

回答者条件：Q31 = 1

SA SQ31_5 実際の就職先(就職活動の結果)は、あなたの希望していたところでしたか。

1 希望していたところ

2 少し希望していたところ

3 あまり希望していなかったところ

4 全く希望していなかったところ

5 就職はしなかった(アルバイト等に一時的に就いた/続けた場合も含む)

SA Q32 あなたは、学校を出てからすぐに(1ヵ月未満の間に)お仕事に就きましたか。

1 すぐに仕事に就いた(新卒就職、学生時代のアルバイトの継続などを含みます)

2 少しの間(1ヵ月～半年未満)、仕事に就いていなかった

3 半年以上の間、仕事に就いていなかった

回答者条件：SC4 = 1

■ Ⅶ.現在の暮らしについておうかがいします

NU Q33 あなたが現在の配偶者と結婚したのは、あなたが何歳のときですか。

[　　　　　]歳のとき

回答者条件：SC5 = 1

NU Q34 最初のお子さんが生まれたのは、あなたが何歳のときですか。

[　　　　　]歳のとき

回答者条件：SC4 = 1

SA Q35 配偶者は、現在収入を伴うお仕事をしていますか。

1 はい

2 いいえ

回答者条件：Q35 = 1

SA SQ35_1 配偶者は、現在どのような働き方をしていますか。

1 正規の職員・従業員(正社員) 5 会社経営者・役員

2 パート・アルバイト・非常勤 6 自営業・自由業

3 契約社員・嘱託 7 内職・家族従業員

4 派遣社員・請負社員
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回答者条件：Q35 = 1

SA SQ35_2 配偶者のお仕事の業種は、次のどれに当たりますか。

1 農・林・漁業 7 卸売・小売業

2 鉱業・建設業 8 宿泊・飲食サービス業

3 製造業 9 医療・福祉

4 情報通信業 10 教育、学習支援業

5 運輸業 11 公務

6 金融・保険・不動産業 12 その他[　　　　　]

回答者条件：Q35 = 1

SA SQ35_3 配偶者のお仕事内容は、次のうちどれに当てはまりますか。主なものを1つお答えください。

1 専門・技術職 6 運輸・通信的職業

2 管理職 7 保安的職業

3 事務職 8 生産工程・技能・労務職

4 営業・販売職 9 農林漁業作業者

5 サービス職 10 その他[　　　　　]

■ 【それぞれの職業に含まれるお仕事の例】

○専門・技術職: 

医師、看護師、福祉相談指導専門員、弁護士、公認会計士、教師、保育士、栄養士、研究者、

技術者、デザイナー、通訳、編集者、記者、経営コンサルタント、宗教家など、

科学的知識や高度な知識・技術を必要とする仕事

○管理職: 

課長職以上の管理職、会社・団体の経営者・役員、議員など、経営にかかわる仕事

○事務職: 

庶務、受付、秘書、集金人、営業事務、経理事務、企画事務、調査員、データ入力係員など、

事務作業に従事する仕事

○営業・販売職: 

小売店主・店員、不動産仲介人、バイヤー、セールス、保険外交員、MRなど、

商品の販売にかかわる仕事

○サービス職: 

理容師、美容師、調理師、介護士、ウェイター・ウェイトレス、接客、看護助手など、

他人の身の回りの世話をする仕事

○運輸・通信的職業: 

トラック・タクシー運転手、船員、郵便配達、通信士、電話交換手など、

人や物の運搬にかかわる仕事

○保安的職業: 

警察官、消防士、自衛官、警備員、建設現場誘導員など、安全管理にかかわる仕事

○生産工程・技能・労務職: 

製品製造・組立、自動車整備、大工、建設作業、電気工事、農水産物加工、商品陳列、

清掃、ゴミ処理など、現場作業にかかわる仕事

○農林漁業作業者: 

農作物の栽培・収穫、畜産、養殖、漁獲、造園、植木職、動物園飼育係など

回答者条件：Q35 = 1

FA SQ35_4 具体的なお仕事内容をお答えください。

[　　　　　]
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回答者条件：Q35 = 1

SA SQ35_5 配偶者のご実家はどこにありますか。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 ない

25 滋賀県

回答者条件：SC4 = 2

SA SQ35_6 将来、結婚したいお気持ちはありますか。

1 なるべく早く結婚したい

2 いずれは結婚したい

3 結婚したいと思わない

4 わからない

5 既に結婚の予定が決まっている

a　回答者条件：SC4 = 1 ; b　回答者条件：SC5 = 1 ; d　回答者条件：SC4 = 1

GR Q36 あなたは、次の方と同居もしくは近居されていますか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4 5 6 7

同
居
し
て
い
る

隣
・
同
じ
敷
地
内

歩
い
て
行
け
る
と

こ
ろ

片
道
1
時
間
以
内

片
道
3
時
間
以
内

片
道
3
時
間
超

い
な
い

a 配偶者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b 子ども ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

c あなたの親 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

d 配偶者の親 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MA Q37 あなたには、兄弟姉妹がいますか。

1 兄がいる

2 姉がいる

3 弟がいる

4 妹がいる

5 兄弟姉妹はいない

→
回答方向
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GR Q38 ご両親が一番長く就いていた仕事の種類は何ですか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

専
門
・
技
術
職

管
理
職

事
務
職

営
業
・
販
売
職

サ
ー

ビ
ス
職

運
輸
・
通
信
的
職
業

保
安
的
職
業

生
産
工
程
・
技
能
・

労
務
職

農
林
漁
業
作
業
者

そ
の
他

無
職
・
家
事
専
業

わ
か
ら
な
い

a 父親の仕事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○[　] ○ ○

b 母親の仕事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○[　] ○ ○

■ 【それぞれの職業に含まれるお仕事の例】

○専門・技術職: 

医師、看護師、福祉相談指導専門員、弁護士、公認会計士、教師、保育士、栄養士、研究者、

技術者、デザイナー、通訳、編集者、記者、経営コンサルタント、宗教家など、

科学的知識や高度な知識・技術を必要とする仕事

○管理職: 

課長職以上の管理職、会社・団体の経営者・役員、議員など、経営にかかわる仕事

○事務職: 

庶務、受付、秘書、集金人、営業事務、経理事務、企画事務、調査員、データ入力係員など、

事務作業に従事する仕事

○営業・販売職: 

小売店主・店員、不動産仲介人、バイヤー、セールス、保険外交員、MRなど、

商品の販売にかかわる仕事

○サービス職: 

理容師、美容師、調理師、介護士、ウェイター・ウェイトレス、接客、看護助手など、

他人の身の回りの世話をする仕事

○運輸・通信的職業: 

トラック・タクシー運転手、船員、郵便配達、通信士、電話交換手など、

人や物の運搬にかかわる仕事

○保安的職業: 

警察官、消防士、自衛官、警備員、建設現場誘導員など、安全管理にかかわる仕事

○生産工程・技能・労務職: 

製品製造・組立、自動車整備、大工、建設作業、電気工事、農水産物加工、商品陳列、

清掃、ゴミ処理など、現場作業にかかわる仕事

○農林漁業作業者: 

農作物の栽培・収穫、畜産、養殖、漁獲、造園、植木職、動物園飼育係など

a　回答者条件：( Q38_A = 1 ～ 10 ) または Q38_A = 12 ; b　回答者条件：( Q38_B = 1 ～ 10 ) または Q38_B = 12

GR SQ38_1 その仕事は雇用(会社や官公庁等へのお勤め)のお仕事ですか。

(それぞれひとつずつ)

1 2 3

雇
用

(

お
勤
め

)

の
仕
事

自
営
・
自
由
業
・
家
族
従
業
員
等

(

雇
用
以
外
の
仕
事

)

わ
か
ら
な
い

a 父親の仕事 ○ ○ ○

b 母親の仕事 ○ ○ ○

→
回答方向

→
回答方向
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SA Q39 過去1年間のあなたの収入(税込み)をお答えください。

臨時収入、副収入も含めてお答えください。

1 なし 9 500～600万円未満

2 50万円未満 10 600～700万円未満

3 50～100万円未満 11 700～800万円未満

4 100～150万円未満 12 800～900万円未満

5 150～200万円未満 13 900～1,000万円未満

6 200～300万円未満 14 1,000～1,500万円未満

7 300～400万円未満 15 1,500万円以上

8 400～500万円未満

SA Q40 世帯全体での過去1年間の収入(税込み)をお答えください。

臨時収入、副収入、年金なども含めてお答えください。

1 300万円未満 6 800～1,000万円未満

2 300～400万円未満 7 1,000～1,500万円未満

3 400～500万円未満 8 1,500万円以上

4 500～600万円未満 9 わからない

5 600～800万円未満

SA Q41 お住まいの種類は、次のどれにあたりますか。

1 持ち家(一戸建) 5 社宅・寮・会社の借り上げ住宅など

2 持ち家(分譲マンション) 6 親や親族の持ち家

3 賃貸(民営) 7 その他[　　　　　]

4 賃貸(公営)

GR Q42 あなたはふだん、以下のような活動にどの程度関わっていますか。

(それぞれひとつずつ)

1 2 3

月
1
日
程
度
以
上

年
数
回
程
度

参
加
し
て
い
な
い

a ○ ○ ○

b ○ ○ ○

c ○ ○ ○

d ○ ○ ○

NPOなどのボランティア活動や市民
活動
趣味関係(スポーツ含む)のグルー
プ活動
商工会や業種組合などの団体の活
動

町内会、自治会などの活動

→
回答方向
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GR Q43 あなたは、住んでいる地域で、次のような人付き合いがどのくらいありますか。

(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

い
な
い

1
～

5
人
い
る

6
～

1
0
人
い
る

1
1
人
以
上
い
る

a ふだん挨拶を交わす人 ○ ○ ○ ○

b 必要の際に相談できる人 ○ ○ ○ ○

c 仲のよい同年代の友人・知人 ○ ○ ○ ○

GR Q44 最近1か月間のあなたの状態について、以下のことはどの程度ありますか。

(それぞれひとつずつ)

1 2 3

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

ほ
と
ん
ど
な
い

a イライラすること ○ ○ ○

b 気がはりつめていること ○ ○ ○

c ひどく疲れたこと ○ ○ ○

d 気分が晴れないこと ○ ○ ○

e よく眠れないこと ○ ○ ○

f　回答者条件：SC5 = 1

GR Q45 現在のあなたの生活や人間関係について、以下はどの程度あてはまりますか。

(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

あ
て
は
ま
る

や
や
あ
て
は
ま
る

あ
ま
り
あ
て
は
ま

ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

a 経済的ゆとりのある生活をしている ○ ○ ○ ○

b いつも時間に追われている ○ ○ ○ ○

c ○ ○ ○ ○

d 地域社会の中に自分の役割がある ○ ○ ○ ○

e ○ ○ ○ ○

f ○ ○ ○ ○

g 現在の生活に満足している ○ ○ ○ ○

→
回答方向

→
回答方向

→
回答方向

いろいろな地域に広がる友人・知人
ネットワークをもっている

地域社会に自分の意見を反映させ
ることができる

子育てを負担・不安に感じることが
多い
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■ Ⅷ.中学卒業時の居住地についてうかがいます

SA Q46 あなたは、中学卒業時にお住まいだった地域　　○○○（ｓｃ１４回答テキスト再掲）

○○○（ｓｃ１４ｓｑ回答テキスト再掲）に、愛着を持っていますか。

1 強く持っている 3 あまり持っていない

2 少し持っている 4 全く持っていない

SA Q47 あなたは、高校時代までに、当時お住まいの地域にある「働く場」(地元企業など)を

知っていましたか。

1 よく知っていた 3 あまり知らなかった

2 少し知っていた 4 全く知らなかった

回答者条件：Q47 = 1 , 2

MA SQ47_1 あなたは、何を通じて、地域の働く場(地元企業など)を知ったのですか。

働く場を知るきっかけとなったものを全て選んでください。

1 学校の行事(企業見学等) 6 自治体が発行する広報誌

2 職業体験 7 地域で行われたイベント(展示会等)

3 働いている人の話を個人的に聞く機会 8 家族・親族からの情報

4 マスメディア(新聞・TV等) 9 友人・知人からの情報

5 あなた自身の情報収集 10 その他[　　　　　]

回答者条件：出身県定住者

■ Ⅸ.中学卒業以降に居住地を移動した経験についてうかがいます

■ 【まず、中学卒業以降に、それまで居住していた市区町村を離れた経験についてうかがいます】

SA Q48 あなたは、中学卒業以降、それまで居住していた市区町村 ○○○（SC14回答テキスト再掲）

○○○（SC14SQ回答テキスト再掲）を離れた(別の市区町村に居住した)経験はありますか。

1 市区町村を離れた経験がある

2 市区町村を離れた経験はない

回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 ) または ( 出身県Uターン者, 出身県外居住者, 地方移住者)

MA Q49 中学卒業以降で、それまで居住していた市区町村 ○○○（SC14回答テキスト再掲）

○○○（SC14SQ回答テキスト再掲）を最初に離れたきっかけは、何ですか。

1 高校進学 7 結婚

2 大学・大学院進学 8 実家の都合(実家の引越し、親の転勤等)

3 短大・高専進学 9 住宅の都合

4 専門学校進学 10 転勤・配置転換等

5 就職 11 その他[　　　　　]

6 転職

回答者条件：Q49 = 1 ～ 6

MA SQ49_1 なぜそのときに離れたのですか。理由としてあてはまるものを全て選んでください。

1 地元から通える進学先が限られていたから 10 都会で生活してみたかったから

2 地元には進学を希望する学校がなかったから 11 都会に出ると自分の将来が開けると思ったから

3 いい大学に進学したかったから 12 地元以外の土地で生活したかったから

4 地元にいたら専門性を身につけられないから 13 親元を離れて暮らしたかったから

5 将来、希望する仕事に就くため 14 仲の良い友人が地元を離れるから

6 希望する仕事に就くため 15 親や親族が勧めたから

7 地元には就職口が限られていたから 16 家族・親族の事情による

8 大企業・有名企業に就職したかったから 17 その他[　　　　　]

9 都会で働きたかったから
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回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 ) または (  出身県Uターン者, 出身県外居住者, 地方移住者 )

NU Q50 中学卒業以降、それまで居住していた市区町村 ○○○（SC14回答テキスト再掲）

○○○（SC14SQ回答テキスト再掲）を最初に離れたのは、何歳のときですか。

[　　　　　]歳のとき

回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 ) または ( 出身県Uターン者, 出身県外居住者, 地方移住者 )

SA Q50_2 中学卒業以降、それまで居住していた市区町村 ○○○（SC14回答テキスト再掲）

○○○（SC14SQ回答テキスト再掲）を離れて、どこの都道府県へ転居しましたか。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 分からない

25 滋賀県

回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 かつ ( ( Q50_2 = 1 ～ 20 ) または Q50_2 = 48 ) ) 

または ( 出身県Uターン者, 出身県外居住者, 地方移住者 ) かつ ( ( Q50_2 = 1 ～ 20 ) または Q50_2 = 48 , 49 )

SA Q50_2_1 中学卒業以降、それまで居住していた市区町村 ○○○（SC14回答テキスト再掲）

○○○（SC14SQ回答テキスト再掲）を離れて、どこの市区町村へ転居しましたか。

1 札幌市

～

908 海外

909 分からない

回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 かつ ( Q50_2 = 21 ～ 47 ) ) 

または ( 出身県Uターン者, 出身県外居住者, 地方移住者 ) かつ ( Q50_2 = 21 ～ 47 )

SA Q50_2_1SQ 中学卒業以降、それまで居住していた市区町村 ○○○（SC14回答テキスト再掲）

○○○（SC14SQ回答テキスト再掲）を離れて、どこの市区町村へ転居しましたか。

1 岐阜市

～

834 与那国町

835 分からない

回答者条件：( 出身県Uターン者 , 出身県外居住者 ) かつ Q50_2 = SC13

NU SQ50 あなたが、中学卒業時の都道府県 ○○○（SC13回答テキスト再掲）を最初に離れたのは、

何歳のときですか。

[　　　　　]歳のとき
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回答者条件：( 出身県Uターン者 , 出身県外居住者 ) かつ Q50_2 = SC13

SA SQ50_a 中学卒業時の都道府県 ○○○（SC13回答テキスト再掲）を最初に離れて、

どこの都道府県へ転居しましたか。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県

25 滋賀県

回答者条件：( 出身県Uターン者 , 出身県外居住者 ) かつ Q50_2 = SC13

MA SQ50_2 中学卒業以降で、それまで居住していた都道府県 ○○○（SC13回答テキスト再掲）を、

最初に離れたきっかけは何ですか。

1 大学・大学院進学 6 結婚

2 短大・高専進学 7 実家の都合(実家の引越し、親の転勤等)

3 専門学校進学 8 住宅の都合

4 就職 9 転勤・配置転換等

5 転職 10 その他[　　　　　]

回答者条件：SQ50_2 = 1 ～ 5

MA SQ50_3 なぜそのときに離れたのですか。理由としてあてはまるものを全て選んでください。

1 地元から通える進学先が限られていたから 10 都会で生活してみたかったから

2 地元には進学を希望する学校がなかったから 11 都会に出ると自分の将来が開けると思ったから

3 いい大学に進学したかったから 12 地元以外の土地で生活したかったから

4 地元にいたら専門性を身につけられないから 13 親元を離れて暮らしたかったから

5 将来、希望する仕事に就くため 14 仲の良い友人が地元を離れるから

6 希望する仕事に就くため 15 親や親族が勧めたから

7 地元には就職口が限られていたから 16 家族・親族の事情による

8 大企業・有名企業に就職したかったから 17 その他[　　　　　]

9 都会で働きたかったから

回答者条件：出身県Uターン者 , 地方移住者

■ 【次に、あなたが現在お住まいの地域に、転居したときの状況についてうかがいます】

SA Q51 現在お住まいの市区町村 ○○○（SC20回答テキスト再掲）○○○（SC20SQ回答テキスト再掲）

に転居する直前、あなたはどこにお住まいでしたか。

1 同じ県内の別の市区町村に居住していた

2 県外(別の県、もしくは海外)に居住していた
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回答者条件：Q51 = 1 かつ ( SC19 = 1 ～ 20 )

SA Q51_1 現在お住まいの市区町村 ○○○（SC20回答テキスト再掲）○○○（SC20SQ回答テキスト再掲）

に転居する直前、あなたはどこの市区町村にお住まいでしたか。

1 札幌市

～

908 海外

909 分からない

回答者条件：Q51 = 1 かつ ( SC19 = 21 ～ 47 )

SA Q51_1SQ 現在お住まいの市区町村 ○○○（SC20回答テキスト再掲）○○○（SC20SQ回答テキスト再掲）

に転居する直前、あなたはどこの市区町村にお住まいでしたか。

1 岐阜市

～

834 与那国町

835 分からない

回答者条件：Q51 = 2

SA Q51_2 現在お住まいの市区町村 ○○○（SC20回答テキスト再掲）○○○（SC20SQ回答テキスト再掲）

に転居する直前、あなたはどこにお住まいでしたか。

1 北海道 26 京都府

2 青森県 27 大阪府

3 岩手県 28 兵庫県

4 宮城県 29 奈良県

5 秋田県 30 和歌山県

6 山形県 31 鳥取県

7 福島県 32 島根県

8 茨城県 33 岡山県

9 栃木県 34 広島県

10 群馬県 35 山口県

11 埼玉県 36 徳島県

12 千葉県 37 香川県

13 東京都 38 愛媛県

14 神奈川県 39 高知県

15 新潟県 40 福岡県

16 富山県 41 佐賀県

17 石川県 42 長崎県

18 福井県 43 熊本県

19 山梨県 44 大分県

20 長野県 45 宮崎県

21 岐阜県 46 鹿児島県

22 静岡県 47 沖縄県

23 愛知県 48 海外

24 三重県 49 分からない

25 滋賀県

回答者条件：Q51 = 2 または ( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 )

NU SQ51_1 現在お住まいの市区町村 ○○○（SC20回答テキスト再掲）○○○（SC20SQ回答テキスト再掲）

に転居してきたのは、あなたが何歳のときですか。

[　　　　　]歳のとき

回答者条件：( 出身県Uターン者 , 地方移住者 ) かつ Q51 = 1

NU SQ51_2 現在お住まいの都道府県に転居してきたのは、あなたが何歳のときですか。

[　　　　　]歳のとき
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回答者条件：a. Q51 = 2 または ( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 ) ; b. ( ( 出身県Uターン者 , 地方移住者 ) かつ Q51 = 1 )

MA Q52 a

あなたが、現在お住まいの市区町村 ○○○（SC20回答テキスト再掲）○○○（SC20SQ回答テキスト再掲）

に転居してきたきっかけ、もしくは転居と同じタイミングで行ったことは何ですか。(いくつでも)

MA Q52 b

あなたが、現在お住まいの都道府県 ○○○（SC19回答テキスト再掲）に転居してきたきっかけ、

に転居してきたきっかけ、もしくは転居と同じタイミングで行ったことは何ですか。(いくつでも)

1 結婚 10 配偶者の異動(転勤・配置転換・出向・転籍)

2 離婚 11 健康上の理由

3 子どもの誕生 12 家族・親族の病気、怪我

4 入学・進学 13 家族・親族の介護

5 学校卒業 14 親との同居

6 就職 15 家業の継承

7 転職 16 起業

8 仕事を辞めた 17 住宅の都合(家の購入等)

9 自身の異動(転勤・配置転換・出向・転籍) 18 その他[　　　　　]

回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 ) または ( 出身県Uターン者 , 地方移住者 )

MA Q53 なぜそのときに現在の地域に転居したのですか。理由としてあてはまるものを全て選んでください。

1 実家に戻ったため 11 友人・知人がいたため

2 実家の近くに住むため 12 都会暮らしに疲れたため

3 配偶者の実家で同居するため 13 仕事以外の生活も充実させたいため

4 配偶者の実家の近くに住むため 14 自分らしい生き方をするため

5 希望する仕事があったため 15 愛着のある地域だから

6 子育て環境を考えて 16 豊かな自然環境にひかれたため

7 子どもの教育環境を考えて 17 行政サービスが充実していたため

8 買い物環境など生活の利便を考えて 18 自治体等からの熱心な勧めがあったため

9 家・土地を守るため 19 勤務先の都合

10 希望に合う居住物件があったため 20 その他[　　　　　]

回答者条件：( 出身県定住者 かつ Q48 = 1 ) または ( 出身県Uターン者 , 地方移住者 )

FA Q54 あなたが現在お住まいの地域(都道府県・市区町村)に転居してきた経緯について、

具体的にお聞かせください。

[　　　　　]

回答者条件：出身県Uターン者 , 地方移住者

MA Q55 現在お住まいの都道府県 ○○○（SC19回答テキスト再掲）に転居するにあたり、

生活面で気がかりだったことはありましたか。

1 家族の同意 8 地域の人間関係になじめるか

2 交通の利便性 9 娯楽の少なさ

3 地域の医療体制 10 引越し費用

4 地域の買い物環境 11 生活水準が下がるかもしれないこと

5 子育ての環境 12 地域で生活するうえでの情報が乏しいこと

6 子どもの教育環境 13 その他[　　　　　]

7 住居の確保 14 特に気がかりだったことはない
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回答者条件：出身県Uターン者 , 地方移住者

MA Q56 現在お住まいの都道府県 ○○○（SC19回答テキスト再掲）に転居するにあたり、

あなたの仕事面で気がかりだったことはありましたか。

1 仕事を探すにあたり、求人が少ないこと

2 収入が下がってしまうこと

3 希望にかなう内容の仕事が見つからないこと

4 自分のキャリア・スキルが活かせなくなること

5 当時の仕事を辞めたくなかったこと

6 (起業・家業継承のための)ノウハウが不足していたこと

7 (起業・家業継承のための)資金が不足していたこと

8 (起業・家業継承のための)土地・建物が見つからなかったこと

9 その他 [　　　　　]

10 特にない

回答者条件：( 出身県Uターン者 , 地方移住者 ) かつ ( Q52 = 7 , 9 , 15 , 16 )

SA Q57_a あなたは、現在お住まいの都道府県 ○○○（SC19回答テキスト再掲）に転居する前後で、

収入はどう変化しましたか。

1 増えた

2 やや増えた

3 変わらない

4 やや減った

5 減った

回答者条件：( 出身県Uターン者 , 地方移住者 ) かつ ( Q57_A = 1 , 2 , 4 , 5 )

SA SQ57_1 あなたの収入は、引越しの前後でどの程度変わりましたか。

年収額でみて、増減の割合をお答えください。

1 5%未満

2 5～10%未満

3 10～20%未満

4 20%以上

回答者条件：b～d　（出身県Uターン者 , 地方移住者）かつ（Q52 = 7 , 9 , 15 , 16） ; e～l  出身県Uターン者 , 地方移住者

GR Q57 あなたは、現在お住まいの都道府県 ○○○（SC19回答テキスト再掲）に転居する前後で、

以下のことがどう変化しましたか。(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4 5

増
え
た

や
や
増
え
た

変
わ
ら
な
い

や
や
減

っ
た

減

っ
た

b 労働時間 ○ ○ ○ ○ ○

c 通勤の負担 ○ ○ ○ ○ ○

d 仕事全般の満足度 ○ ○ ○ ○ ○

e 家計のゆとり ○ ○ ○ ○ ○

f 精神的なゆとり ○ ○ ○ ○ ○

g 居住スペース ○ ○ ○ ○ ○

h 余暇の時間 ○ ○ ○ ○ ○

i 家族で夕飯を食べる頻度 ○ ○ ○ ○ ○

j 近所付き合い ○ ○ ○ ○ ○

k 睡眠時間 ○ ○ ○ ○ ○

l 生活面の満足度 ○ ○ ○ ○ ○

→
回答方向
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回答者条件：出身県Uターン者 , 地方移住者

MA Q58 転居や転職・起業にあたって、利用したものはありますか。

1 自治体のホームページ(移住定住サイト等含む) 8 求人雑誌・転職雑誌

2 自治体の相談窓口 9 移住情報が掲載された雑誌

3 U・Iターン支援セミナー、相談会等 10 家族・親族からの情報や助言

4 U・Iターン就職希望者の登録制度 11 出身校や先生などからの情報や助言

5 ハローワークの相談窓口 12 友人・知人からの情報や助言

6 ハローワークのインターネットサービス(求人情報) 13 その他[　　　　　]

7 民間の就職・転職支援サイト 14 利用したものは特にない

回答者条件：出身県Uターン者 , 地方移住者

MA Q59 転居や転職・起業にあたって、役に立った行政サービスはありましたか。

1 自治体の相談窓口 8 無料職業紹介

2 移住体験(お試し移住など) 9 U・Iターン希望者への仕事情報の提供

3 公営住宅、定住住宅、家賃補助等 10 起業支援

4 宅地分譲・住宅建築への助成 11 子育て支援(子ども医療費助成含む)

5 転居費用の支援 12 その他[　　　　　]

6 空き家・空き地情報の提供 13 役に立ったものは特にない

7 農林漁業への就業支援(研修制度、生活費支援等)

回答者条件：地方移住者

MA Q60 現在お住まいの都道府県 ○○○（SC19回答テキスト再掲）に引っ越してきた当初、

あなたや家族が困ったことや心細かったことはありますか。

1 買い物が不便だった

2 困ったことを相談する人がいなかった

3 生活に必要な情報が得られなかった(医療施設など)

4 休日に遊べる場所が乏しかった

5 病院など医療体制が不十分だった

6 近所づきあいがわずらわしかった

7 生活習慣をめぐる近隣とのトラブルに巻き込まれた

8 仕事がなかなか見つからなかった

9 通勤・通学が不便だった

10 生活費に困った

11 その他 [　　　　　]

12 特に困ったことはなかった

回答者条件：出身県外居住者

GR Q61 現在、中学卒業時にお住まいだった市区町村、もしくは県に戻りたいご希望はありますか。

(それぞれひとつずつ)

1 2 3 4

戻
り
た
い

や
や
戻
り
た
い

あ
ま
り
戻
り
た
く

な
い

戻
り
た
く
な
い

a 中学卒業時に住んでいた市区町村 ○ ○ ○ ○

b 中学卒業時に住んでいた県内 ○ ○ ○ ○

→
回答方向
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回答者条件：( Q61_A = 1 , 2 ) または ( Q61_B = 1 , 2 )

MA SQ61_1 戻るために、実際に行動していることはありますか。

1 自治体のホームページ閲覧(移住定住サイト等含む) 8 求人雑誌・転職雑誌の閲覧

2 自治体の相談窓口の利用 9 移住情報が掲載された雑誌の閲覧

3 Uターン支援セミナー、相談会等への参加 10 家族・親族から情報や助言をもらう

4 Uターン就職希望者の登録制度への登録 11 出身校や先生などから情報や助言をもらう

5 ハローワークの相談窓口の利用 12 友人・知人から情報や助言をもらう

6 ハローワークのインターネットサービス(求人情報)閲覧 13 その他[　　　　　]

7 民間の就職・転職支援サイト閲覧 14 特に行動していない

回答者条件：( Q61_A = 1 , 2 ) または ( Q61_B = 1 , 2 )

MA SQ61_2 戻るために、どのような行政サービスを希望していますか。

1 自治体の相談窓口 8 無料職業紹介

2 移住体験(お試し移住など) 9 U・Iターン希望者への仕事情報の提供

3 公営住宅、定住住宅、家賃補助等 10 起業支援

4 宅地分譲・住宅建築への助成 11 子育て支援(子ども医療費助成含む)

5 転居費用の支援 12 その他[　　　　　]

6 空き家・空き地情報の提供 13 支援の希望は特にない

7 農林漁業への就業支援(研修制度、生活費支援等)

回答者条件：( Q61_A = 3 , 4 ) かつ ( Q61_B = 3 , 4 )

SA SQ61_3 将来的には、戻りたいご希望はありますか。

1 戻りたい希望が強くある

2 戻りたい希望が少しある

3 必要なときには戻るつもりでいる

4 戻りたいとは思わない

5 わからない

回答者条件：( Q61_A = 1 , 2 ) または ( Q61_B = 1 , 2 ) または ( SQ61_3 = 1 ～ 3 )

FA SQ61_4 いつ頃・どういう時に戻るという希望・予定をもっていますか、具体的にお聞かせください。

[　　　　　]

a 回答者条件：出身県定住者, 出身県Uターン者, 出身県外居住者 ; b 回答者条件：地方移住者

FA Q62 a 地方出身の若者が地元で生活していけるために、課題と考える点、支援のあり方など、

ご意見をお聞かせください。

Q62 b 大都市から地方への移住に関して、苦労された点、支援のあり方など、ご意見をお聞かせください。

[　　　　　]
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